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1．はじめに 

同一配合で打設されたコンクリート構造物であって

も，部材位置によって劣化進行のばらつきが大きく，

場合によっては設計で想定した劣化の進行を上回る場

合があることが報告されている 1)．この要因の一つとし

て，施工時の材料分離が挙げられる．材料分離には，

締固めによる材料分離や，鉄筋障害による材料分離，

ブリーディング等があり，これらが原因でコンクリー

トの配合が変化することで，品質がばらつくことが考

えられる．しかし，材料分離と硬化コンクリートの品

質の関係は明確になっていないのが現状である． 

また，材料分離の程度を定量的に評価する方法とし

て，洗い分析試験を用いて検討した例 2)は多く存在する

が，洗い分析試験では硬化コンクリートの品質に大き

く影響する単位セメント量を評価することが難しい． 

そこで本研究では，配合推定試験を用いて単位セメ

ント量の変動を把握し，硬化コンクリートの表層透気

性との関係性を検討した． 

2．実験概要 

2.1 配合 

配合を表-1に示す．目標空気量を 4.5%として，水セ

メント比を 60%，単位水量を 165kg/m3，細骨材率を 45%

とした． 

2.2 実験手順 

(1) 供試体作製 

供試体概要を図-1 に示す．示方書施工編を参考に，

供試体中央部に高さ 400mmになるまで打ち込み，中心

部に棒状バイブレータで締め固めると同時に仕切り板

をはずし，流動が停止するまで締め固めた．翌日脱型

後，材齢 28 日まで水中養生（20℃）した． 

(2) 材料分離の評価試験 

材料分離の評価試験は，NDIS 3422 を参考に，グルコ

ン酸ナトリウムを用いて配合推定試験を実施した．配

合推定試験は，図中の 1～6の側面の表面から 1cmまで

を採取して実施した．まず，試料の水中質量，表乾質

量および絶乾質量を測定した．その後，試料を粉砕し，

粉末試料に対して 500℃で強熱処理した．強熱後に粉末

試料をグルコン酸ナトリウムで溶解し，残留物の絶乾

質量を測定した．これらの測定値を式(1)～(3)に代入す

ることで単位セメント量を，式(4)～(6)に代入すること

で単位総骨材量 3)を推定した． 
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表-1 配合 

W/C 
(%) 

s/a 
(%) 

目標 

空気量 

(%) 

単位量(kg/m3) 単位量(C×%) 
スランプ 

(cm) 

空気量 

(%) W C S G AE剤 
AE 

減水剤 

60 45 4.5 165 275 828 1047 0.003 0.25 14.5 3.2 
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図-1 供試体概要（上：配合推定試験の測定箇所， 

下：表面透気試験の測定箇所） 
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ここに，WC：コンクリートの粉末試料の強熱減量(%)，

SC105および SC500：105℃および 500℃の強熱後のコンク

リートの粉末試料(g)，C0：105℃絶乾状態のコンクリー

ト粉末試料の質量(g)，R：コンクリートの粉末試料の不

要残分(g)，k：500～1000℃の水和セメントの結合水離

脱率(%)，Cm：コンクリート中の推定単位セメント量

(kg/m3)，Cd：供試コンクリートの 105℃の絶乾質量(kg)，

V：供試コンクリートの体積(m3)，insol.：105℃絶乾状

態の不要残分(%)，WC500：500℃における粉末試料の質

量(g)，Rf：500℃におけるろ紙の残分量(%)，S：調合に

よる単位細骨材量(kg/m3)，Qs：細骨材の吸水率(%)，Qg

粗骨材の吸水率(%)，Ad：105℃絶乾状態における試料の

単位総骨材量(kg/m3)，Am：表乾状態における試料の単

位総骨材量(kg/m3) 

(3) 硬化コンクリートの品質評価試験 

品質評価試験はダブルチャンバー法を用いた表面透

気試験を実施した．また，表面透気試験はコンクリー

ト中の含水率の影響を受ける 4)ため，養生後，高周波容

量式のコンクリート・モルタル水分計の計測結果が

4.5%程度となるまで乾燥させた．測定は図中の 1～5の

底面で実施した． 

3．試験結果 

配合推定試験で得られた推定単位セメント量および

推定単位総骨材量を，示方配合との比で表した結果を

図-2 に示す．推定単位総骨材量のばらつきは小さいこ

とが確認された．このことから，単位ペースト量のば

らつきも小さいと考えられる．一方で，バイブレータ

位置（図中供試体番号 6）から距離が離れると，推定単

位セメント量が減少する傾向を示している．ペースト

量の変化は小さいことから，振動締固めによって，水

セメント比が低下した可能性が考えられる．  

表層透気係数 kT の測定結果を図-3に示す．バイブレ

ータ位置からの距離の増加に伴い，表層透気係数は増

加した．これは，配合推定試験から分かるように，振

動締固めによって W/C が低下し，その結果，硬化コン

クリートの品質が低下した可能性が考えられる． 

4．まとめ 

バイブレータ位置からの距離の増加に伴い表層透気

係数は増加し，推定単位セメント量は低下した．この

ことから，振動締固めに伴う硬化コンクリートの品質

のばらつきは，単位セメント量がばらつくことで生じ

ることが考えられる． 
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図-2 配合推定試験の結果 
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図-3 表面透気試験の結果 
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